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作物害虫に対する天敵類の働きや訪花昆虫による花

粉媒介は、農業が生物多様性から受けている重要な生

態系サービスのひとつです。近年、生物多様性の急速

な損失が懸念されていますが、持続的に食料を生産す

るためには、天敵や花粉媒介虫など、農業にとって有

用な機能的生物多様性の維持・増進が不可欠です。

そこで、農環研、果樹研究所、アジア太平洋食料

肥料技術センター（FFTC）は、11月9、10日、つく

ば国際会議場（茨城県つくば市）で「アジア太平洋地

域における持続可能な食料生産のための機能的生物

多様性の増強に関するMARCO（モンスーンアジア農

業環境研究コンソーシアム）－FFTC国際セミナー」

を開催し、アジア太平洋地域において機能的生物多様

性の増強をはかるための問題点と解決策を討議しまし

た。

基調講演では、この分野に関して先進的なイギリス

の事例と、日本における天敵利用のための生息地管理

の事例が紹介され、その後、参加各国より、花粉媒介

虫と天敵を中心とした研究事例が紹介されました。総

合討論では、今後取り組むべき問題点等について討議

し、最後に、多様性研究の推進に向けた協力体制を築

いていくことを合意して閉会しました。なお参加者数

は、海外25名、国内38名、合計63名でした。

（生物多様性研究領域長　安田 耕司）

11月24日（水）から26日（金）までの3日間にわ

たり、幕張メッセ（千葉市美浜区）において、「アグリ

ビジネス創出フェア2010」が開催されました。この

フェアは、各研究機関がもつ農林水産・食品産業分野

の技術や研究成果を展示し、新たな研究開発や成果

の実用化に向けた参加者間の連携を促進する技術交

流展示会です。本年度のフェア出展者数は、全国の大

学、企業、都道府県の試験研究機関、独立行政法人

等182機関、参加者数は、3日間の合計で26,854人

（前年度比1,914人増）と過去最高となりました。

農業環境技術研究所は、同フェアの後援団体の一

つとして参加し、以下のとおりブース展示を行い、研

究成果を国民へ普及させ、産業界へ円滑に移転するこ

とにつとめました。

［ブース展示］

・ 農林水産省委託事業「生産・流通・加工工程にお

ける体系的な危害要因の特性解明とリスク低減技術

の開発」、「新農業展開ゲノムプロジェクト」に関す

る研究成果の紹介

・ 実施許諾を求めている農業環境技術研究所が所有

する知的財産の紹介

（連携推進室長　鳥谷 均）
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